Displacement of the Hip in Childhood, Edgar W. Somerville, Springel-Verlag Berlin, Heidelberg, New York, 1982(BOOK REVIEW) by 亀ケ谷,真琴 & KAMEGAYA,Makoto
〔らいぶらり，¥J 
Displacement of the Hip in Childhood 
Edgar W. Somerville 
Springel-Verlag Berlin 
Heidelberg，New Y ork 1982. 
小克の代表的股関節疾患としては CongenitalDislocation of the宜ip(以下 
CDH)，Perthes Disease，Slipped Capital Femoral Epiphysis，Coxa vara， 
Congenital Short Femur with Coxa vara等があぜられる。
本書はその中で，特に CDH と PerthesDisease ~こ関して， 28年間の豊富
な経験に基づきその異常の増悪や改善を，正常な発達過程と対比し述べている。 
CDHの歴史は，整形外科の中でも古く， Hippocrates当時から知られてお担，
その治療体系は， Lorenz法以来現在まで，およそ100年間にもなんなんとしてい
る。この間，診断と治療技僚は早期発見早期治療という考え方に基づきめざまし
い進歩を遂げた。しかし，最近で辻，その治疲体系においても，良好な結果を得
られない難治例が多くなっていることもまた事実であり，数々の著書や文献が出
され，学会においても今だに何度となく論議されている。
本書はその中にあり，書名が“ Displacementof theヨipin Childhood" 
とある様に，自蓋と骨頭間の位量異常を Displacement (転位)としてとらえて
おり，それによって起る mechanicalな変化がいかに股関節の発達に影響し，ま
た穎志して行くかを述べた非常に興味ある著書と言える。
第 1章の Aetiologyでは， Displacementの mechanism について述べ， 
fDiaplacementは Anteversion の増強と関節包の弛緩が主たる誘因となって
起担，すべての症例は，その程度によって Normal から FoetalAlignment， 
Subluxation，Anterior dislocation，Posterior dislocation，までの種々の Di-
splacementの範匪内に存在し，又 AnterIor dislocation は常に， Posterior 
dislocation ~こ先行して起る」と言う見解を示した。
第 2・4章では， CDHの治療について述べているが，その中で，生後9ヶ月ま
では，骨頭の vulnerableな状態を考え， Open reductionなどの讃極的な治療
法行なわない方針を示しており，この点では，我々と意見を異にする所である。
第 3章では，骨頭は臼蓋に対し 2つの type の動き方， つまり， Concen tric 
movement (動きの中心が骨頭中心にある場合〉と Eccentricmovement (動き
の中心が骨頭中心にない場合)を有しており，正常な臼蓋の発達を得るために詰，
常に Concentricmovement でなければならず， Displacementが生じている
場合は， Eccentric movementしか得られないと述べている。
第 8章の PerthesDiseaseの項では，やは!J CDHと罰様に x.p上骨頭の 
Subluxationとしてとらえられる Displacement が主たる増悪国子であり，予
後に大きく彰響を与えるとしている。つまり Somervilleは，すべての変化の本
質は，骨頭の位量異常によって起り， 自蓋の変化辻， それに従ってくるものと
考えている。そこで治療に際しては， CDH vこしろ PerthesDisease :こしろ， 
Femoral osteotomy による Displacement の改善が急務であると結論してい
る。しかし一方では， Salter等の臼蓋の補正を第 1義的に考える見方もあり，意
見の別れる所である。
我菌でも，この点に関しては，よく論議されるが，はっきりした結論は出てな
いのが実状である。本書は，多少ともその結論への手がかりを与えうるものと考
える。
最後に，弘事で恐轄であるが，この優れた本を読んで，以前，筆者がイギジス
でLloyd-Roberts の下で勉強していた折 Oxford の NuffieldOrthopaedic 
Centreに Somervilleを訪ねようと患いながら，果せなかった事を思い起し，
後詰の念を新たにした次第である。(亀ケ谷真琴〕
〔千葉室学 59，418，1983J 
